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１．はじめに

　小保戸遺跡は近世、中世、奈良・平安時代、縄文時代、旧石器時代にわたる遺跡である。旧石器時代第３

文化層は B１層下部を出土層位とし、このうち第７〜10号遺物集中地点では石器群、礫群、炭化物がまとまっ

て出土した。各遺物集中地点では礫群が円を描くように検出され、その内側に石器や炭化物が出土する分布

状況から、これらのまとまりが当時の住居の痕跡である可能性が指摘されている（栗原2011）。

　そこで、分布状況に加え、石器組成や接合関係などの視点から第７〜10号遺物集中地点出土の石器群につ

いて再検討を行い、その形成要因について考える。

　

２．遺跡の概要

（１）小保戸遺跡の環境

　小保戸遺跡は神奈川県相模原市小倉に所在し、一般国道468号（さがみ縦貫道路）建設工事に伴い、2007

年から2009年まで約２年の間発掘調査が実施された。

　西側には津久井地域の山々が連なる一方で、東側には相模野台地が広がっており、ちょうど山間部から平

地への出口付近に遺跡が存在する（第１図）。また、北側には串川が流れており、付近で東側を流れる相模

川と合流する。串川によって形成された河岸段丘面は相模原面、田名原面、陽原面の３つに区分されており、

本遺跡が位置するのは田名原面上である。段丘面は三角形状を呈し、標高は130m、串川との比高差は50m ほ

どである。

　調査地点の北西から南東にかけては串川や相模川に向かって下る急斜面が形成され、南側には上位の段丘

面との段丘崖が存在する。さらに、旧石器時代には調査区南端部には埋没谷があり、周辺地域からの独立性

がより高くなっている。

　

（２）小保戸遺跡第３文化層

　旧石器時代の調査では L１Hから B１上部、B１下部、B２Uまで４つの文化層が確認された。第３文化層は

B１下部を中心出土層位とする、約23000年前のナイフ形石器を伴う石器群である。この文化層からは石器

957点、礫387点の合計1344点が出土した。遺物集中地点は合計10地点確認され、大きく東西に二分され、西

側に散漫な分布を呈する第１〜６号の６地点、東側に比較的まとまった規模の第７〜10号の４地点が分布す

る（第２図）。

　第７号遺物集中地点は東側の遺物集中地点のうち最も西に位置する。平面分布は約3.8ｍ×3.7ｍを測り、

石器85点、礫139点、合計224点が出土した。第８号遺物集中地点は第７号遺物集中地点から北東に約1.4ｍ

の場所に位置し、東側には第９号遺物集中地点、南側には第10号遺物集中地点が隣接する。平面分布は約3.8

ｍ×3.7ｍを測り、石器57点、礫107点、合計164点が出土した。第９号遺物集中地点は第８号遺物集中地点

森ゆき乃

小保戸遺跡Ｂ１層下部における

遺物集中地点の形成に関する再検討



― 3 ―

小保戸遺跡Ｂ1層下部における遺物集中地点の形成に関する再検討

の東側に隣接し、南西側には約１ｍの距離を隔て、第10号遺物集中地点が位置する。平面分布は約3.4ｍ×3.4

ｍを測り、石器59点、礫52点、合計111点が出土した。第10号遺物集中地点は第７号遺物集中地点の東側に

隣接する。北側には第８号遺物集中地点が隣接し、北東側には約１ｍの距離を隔て、第９号遺物集中地点が

位置する。平面分布は約5.0ｍ×3.8ｍを測り、石器690点、礫46点、合計736点が出土した。４つの遺物集中

地点のなかで最も規模が大きい地点である。

　

３．第７〜10号遺物集中地点

（１）分布

　第７号遺物集中地点　石器は比較的散漫に出土し、炭化物は中央付近を中心に検出される。これらを取り

囲むように円形に礫が分布し、この礫の外側に石器・炭化物の分布範囲はほぼ及ばない。

　第８号遺物集中地点　石器・炭化物の出土はともに散漫的である。礫は石器・炭化物の外側を北西から南

にかけて丸く囲うように分布する。遺物集中地点北西部分には石器・炭化物と礫との間に0.6ｍ×0.8ｍ程の

無遺物空間が広がる。

　第９号遺物集中地点　石器が全体的に散漫な出土を見せるのに対して、炭化物は遺物集中地点の中央付近

を中心に検出され、縁辺部に向けて減少する。石器・炭化物分布範囲北東部および南西部において、その外

側を弧を描くように礫が分布する。第７・８号と同様、ほとんどの石器・礫はこの礫に囲まれた範囲の内側

で確認される。また、集中地点の北東側には僅かながら遺物のない空間が見られる。

　第10号遺物集中地点　石器と炭化物の分布範囲がほぼ一致する。他の地点と同様に礫が石器・炭化物の外

側に分布しているが、東側や北側にまとまった礫が見られるのみである。

　このように、第７〜９号の各遺物集中地点では石器・炭化物とこれらを囲むように礫が円を描いて分布し、

この礫の外側では石器・炭化物の分布はほとんど見られない。また、一部では礫と石器・炭化物との間に無

遺物空間が確認できる。一方で、第10号遺物集中地点においても礫が石器・炭化物の出土範囲の外側に分布

するものの、石器・炭化物を円形に囲んでいるとは言いがたい。（第３図）

　

（２）石器組成

　第７号遺物集中地点　ナイフ形石器５点、彫器２点、スクレイパー１点、微小剥離痕のある剥片２点、剝

片・砕片65点、石核７点、叩石２点、台石１点が出土した（第１表）。石材は珪質頁岩やチャートが85% を

占め、これに硬質細粒頁岩や黒曜石が加わる。ナイフ形石器や彫器は小形な剝片を素材とし、丁寧に刃潰し

加工などの二次加工を行なう。微細剥離のある剝片は大形の剝片を素材とする。石核は小形で、90°または

180°の打面転移が行われている（第４図）。

　第８号遺物集中地点　ナイフ形石器１点、削器１点、二次剥離痕のある剥片１点、二次加工のある剥片１

点、剥片・砕片49点、石核１点、叩石２点、台石１点が出土した（第１表）。珪質頁岩とチャートが使用石

材全体の９割を占める。ナイフ形石器や削器は縦長剝片を素材とし、その一辺に連続した二次加工を施して

いる。二次加工のある剝片は大形の剝片を素材としている。石核は90°または180°の打面転移を行い、大

形剥片が得られなくなる段階まで消費が進行している（第５図）。

　第９号遺物集中地点　彫器１点、剥片・砕片56点、石核２点が出土した（第１表）。使用石材のうち珪質

頁岩とチャートが全体の約85％を占める。加えて、硬質細粒凝灰岩や黒曜石の他に、ガラス質黒色安山岩、
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第１図　小保戸遺跡位置図

第２図　第３文化層遺物分布図
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第１図　小保戸遺跡位置図

第２図　第３文化層遺物分布図
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第５図　第８号遺物集中地点出土遺物

１：ナイフ形石器　２：削器　３：二次加工のある剝片　４：石核　（１：硬質細粒凝灰岩　２・３：珪質頁岩　４：チャート）

第４図　第７号遺物集中地点出土遺物

�� １〜３：ナイフ形石器　４：搔器　５・６：彫器　７：微細剥離のある剝片　８・９：石核

（１・２・５〜８：硬質細粒凝灰岩　３・４・９：チャート）
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第３図　第７〜10号遺物集中地点遺物・炭化物・礫分布図
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小保戸遺跡Ｂ1層下部における遺物集中地点の形成に関する再検討

中粒凝灰岩が僅かに用いられる。彫器は縦長剥片の上部に打面を作り、右側縁部付近に２枚以上の彫刀面を

作出する。石核は90°または180°の打面転移を行っている。（第６図）。

　第10号遺物集中地点　ナイフ形石器54点、彫器13点、削片４点、スクレイパー５点、二次加工のある剥片

５点、微小剥離痕のある剥片３点、剥片・砕片602点、叩石４点が出土した（第１表）。４つの遺物集中地点

の中で最も出土点数が多く、特に剝片・砕片が目立つ。削片は全て彫刀面作出に伴うものである。珪質頁岩

とチャートが使用石材全体の91％を占め、硬質細粒凝灰岩を加えると全体の99% となる。ナイフ形石器は小

形の剝片を素材とするものが中心だが、彫器やスクレイパーなどの他のツール類では小形の剝片だけでなく、

大形の剝片も用いる。二次加工のある剝片や微細剥離のある剝片も同様に、大形剝片だけではなく、小形の

剝片も素材とする。また、他の遺物集中地点と異なり、自然面の残る資料や破損した資料が多く見られる（第

７図）。

　それぞれの地点における器種および石材組成比、製作技術は大きく変わらない。しかし、第７〜９号遺物

集中地点では小形剝片に丁寧な二次加工を施したツール、大形剝片類、消費の進んだ石核が見られるのに対

し、第10号遺物集中地点ではツールの素材剝片や剝片類に大きさの傾向が存在せず、石核は確認できない。

さらに、出土総点数が極めて多いほか、自然面の残る資料や破損した資料も多くみられる。

　

（３）接合資料および母岩共有状況

　接合 No.91　剝片23点からなる（第８図）。楕円形の円礫を素材とし、90°または180°の打面転移を繰り

返しながら、剝片を剥離している。初期から最終段階までの資料が第10号遺物集中地点から出土しているこ

とから、主にこの場所で剝片剥離作業を行なっていたと考えられる。また、剥離作業の途中で発生した一部

の剝片は第７・８号遺物集中地点へ持ち出されている。

　接合 No.95　微細剥離のある剝片１点、剝片１点、石核１点からなる（第８図）。微細剥離のある剝片の

素材剝片を剥離した後、剝片剥離を行う。剥離された剝片２点はいずれも第10号遺物集中地点で検出され、

残核は第７号遺物集中地点から出土した。第10号遺物集中地点を含むいずれかの地点で石器製作を行い、最

終的には第７号遺物集中地点において製作を行なった可能性が考えられる。

　接合 No.112　剝片１点と石核１点からなる（第８図）。剝片は第10号遺物集中地点、残核は第９号遺物集

中地点で確認された。少なくとも、石器製作の最終工程は第９号遺物集中地で行われたと考えられる。

　これらの接合資料では第７〜９号遺物集中地点において石器製作工程上の最終段階の作業が行われてい

る。さらに、第10号遺物集中地点で石器製作を行い、作成した石器の一部を第７〜９号遺物集中地点へ持ち

出している可能性も考えられる。

　接合および母岩共有状況　石器接合資料には各地点内で関係が完結するものと地点間を越えて接合するも

のが存在する。複数地点間での接合関係の場合、第10号と第７〜９号、第７・10号と第８または９号などの

事例があるが、ほぼ全ての接合関係において第10号遺物集中地点が含まれる（第２表）。母岩別資料の共有

関係においても、第10号遺物集中地点が各地点で確認できるほぼ全ての母岩を有している。また、第10号遺

物集中地点に見られない母岩別資料を第７〜９号遺物集中地点間で共有している例は一例のみである（第３

表）。
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森ゆき乃 小保戸遺跡Ｂ1層下部における遺物集中地点の形成に関する再検討

第７号遺物集中地点

第８号遺物集中地点

第 10 号遺物集中地点

第９号遺物集中地点

No. 石材 器種 7 8 9 10 外

89 S.Sh Fl 1 1

90 S.Sh Fl 1 1

103 S.Sh Fl 1 2

106 S.Sh Fl 2 1

111 S.Sh Kn 1

Fl 1 1

112 S.Sh Fl 1

Co 1

113 S.Sh Kn 1

R.F. 1

114 S.Sh Gr 1

Fl 1

母岩 No. 7 8 9 10 外 不明

Sh4 1 1 8 31 1

Sh5 4 2 1 25 1

Sh6 2 3 22

Sh7 1 3 2 20 1

Sh8 3 3 2 20

Sh9 1 23

Sh10-1 19 10 1 138 3

Sh10-2 3 4 21 1

Sh10-3 3 5 33

Sh11 3 18

Sh12 1 15

Sh13 1 12

Sh14 1 14

Sh16 2 6 1

Sh19 1 3

Sh21 1 3

No. 石材 器種 7 8 9 10 外

115 S.Sh Kn 1

Gr 1

100 S.Sh Fl 1 1

64 Ch Fl 1 1 1

Co 1

95 Ch U.F. 1

Fl 3

Co 1

99 Ch Fl 1 1

101 Ch Fl 1 2

91 HMT Fl 4 1 17 1

母岩 No. 7 8 9 10 外 不明

Sh23 7 1

Sh24 1 7

Sh28 1 1

Sh29 1 1

Sh32 1 2

Ch2 2 1 13

Ch3 1 3 1 4 1

Ch4 1 11

Ch5 2 2 1

Ch6 1 2 1 4

Ch7 1 5 1

Ch8 2 2 3

Ch9 1 4

Ch10 2 1

Ch10-1 2 1 2 17 2

母岩 No. 7 8 9 10 外 不明

Ch11 3 1 11 1

Ch12 3 1 1 10

Ch13 2 1 5

Ch14 1 4

Ch15 6 1

Ch16 2 5

Ch22 1 1 2 1

Ch23 1 1

Ch27 2 3 1

Ch31 8 1

Ch38 1 1

HMT1 5 1 3 40 1

HMT4 1 5

Ob10-1 3 1

Ob10-3 1 1

第２表　第７〜10号遺物集中地点における地点を超えた石器接合

第３表　第７〜10号遺物集中地点における地点を越えた母岩共有

第９図　石器移動模式図
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１．はじめに

　約15000年前を境として日本列島の植生は大きな変化が起きたことが知られている（高原2017）。この植生

の変化は縄文時代草創期の利用植物質食料の内容にも影響を与えたと言われる。中でも「ドングリ」と呼ば

れるコナラ属種実は、縄文時代草創期から出土することが知られており、縄文時代の始まりから重要な食料

資源の１つであったと考えられる（河口1982）。しかし、出土したコナラ属は炭化したものが多く、欠損や

変形といった炭化時および埋没中の影響により細かな種同定が難しい場合がある。また、同定されたとして

もコナラ属といった大分類にとどまるか、あるいは形状のみを根拠として種同定を行っている不十分な報告

例もみられる。しかし、縄文時代の人々が、食料としてどのコナラ属を選択していたのか正確に知ることは、

当時の生業活動を考える上で非常に重要である。というのも、コナラ属は種ごとに分布域や種実の成熟期、

渋味の原因であるタンニンの量が異なるため、当然、採取時期や採取行動、あるいはアク抜きといった処理

作業に影響を与えると考えられるからである。選択されたコナラ属の種同定が進めば、草創期の人々の行動

パターンについてさらなる考察が可能になると期待される。

　以上の問題意識から、本論では出土したコナラ属の同定方法を新たに提示し、縄文時代草創期に採集され

たコナラ属の種をより具体的に示す。そして当時の生業戦略の一端について明らかにする。

　

２．問題の抽出と時代設定

（１）堅果類の同定方法に関する研究

　ブナ科種子の同定に関する研究は岡本素治と小畑弘己の論考がある（岡本1979、小畑2004・2011）。岡本

はブナ科種子の中でもイチイガシを同定する根拠として３つのポイントを挙げている。１つ目は２枚の子葉

の合着度合い、２つ目は子葉の先端部の形状の違い、３つ目は子葉側面に観察される明瞭な溝状の圧痕であ

る。合着度合いとは、２枚の子葉が固着しているかいないかの差で、剥すことが困難のほどに固着している

種はブナ科ではクヌギ、アベマキ、イチイガシ、マテバシイ、シリブカガシの５種に限られる（岡本1979）。

子葉の先端部の形状は、先端部が尖るブナ科種子が多いのに対し、イチイガシはわずかな盛り上がりを見せ

るにとどまる。溝状の圧痕はイチイガシの特徴で、子葉の下部から中位あたりまで、１本ないし２本の明瞭な

圧痕が観察されることがある。これは胎座から発達する中軸維管束の影響によるものと考えられる（原2019）。

　小畑は子葉の同定について、形状と形態的特徴を根拠に識別法を示した（小畑2004・2011）。形状では、

子葉の縦断面の長幅比から―太型・中型・細型に区分し、形態的特徴では下部の窪みの有無を根拠としてい

る。これらの成果をもとに、小畑は鹿児島県の東黒土田遺跡や宮崎県王子山遺跡の出土資料について同定を

行い、コナラ、クヌギ、アベマキ（もしくはナラガシワ）の可能性が高いと示した（小畑2004・2006・

2011）。ただし、東黒土田遺跡のクヌギとコナラとの同定結果については、岡本の同定根拠と比較した場合、

一部疑問が残る。それは２枚の子葉の合着度合いである。東黒土田遺跡の発掘調査報告によれば、「子葉に
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４．第７〜10号遺物集中地点の形成

　第10号遺物集中地点では多くの剝片・砕片や削片が出土し、自然面を残すものや大形から小形のものまで

様々な製作段階上の資料が存在する点から、他の遺物集中地点よりも石器製作を盛んに行なっていたと考え

られる。器種組成・石材組成・製作技術は４つの遺物集中地点で共通しており、遺物集中地点を越えた接合

関係や母岩共有関係において、第10号遺物集中地点が含まれないものはほぼ存在しない。加えて、接合

No.91のように、第10号遺物集中地点で石器を製作し、他の遺物集中地点へ持ち出したと考えられる資料が

ある。これらのことから、主に第10号遺物集中地点において石器製作を行い、第７〜９号それぞれの遺物集

中地点へ製作した石器を運び出していたと考えられる（第９図）。

　また、第７〜９号遺物集中地点では丁寧に加工された小形のナイフ形石器・大形の二次加工や微細剥離の

ある剝片・石核というように出土する石器に一定の共通属性が見られる。つまり、完成されたツール・大形

剝片・石核を選択して持ち出し、その先で、ツールは使用され、大形剝片や石核は新たなツールや剝片の製

作を目的として持ち込まれたのではないだろうか。

　

５．おわりに

　小保戸遺跡 B1層下部で確認された第７〜10号遺物集中地点について、石器組成や接合状況を中心に検討

を行った。第10号遺物集中地点と第７〜９号遺物集中地点では性格が異なり、前者で石器を集中的に製作し、

必要な石器をその周囲にある後者へ持ち出していた可能性が考えられる。

　この遺構が当時の住居であるが否かという明確な根拠は得られなかった。一方で、第７～９号遺物集中地

点において、石器・炭化物を円形に囲むように礫が分布し、その外側では石器や炭化物がほとんど見られな

いという、礫が空間を仕切るともいえる様子は当時の住居を推察する上で重要な点であると考えられる。ま

た、礫や被熱状況の分析から、被熱した土壌が遺物集中部内で認められる点や礫が移動している可能性が示

されているほか（森永・池上2013）、礫群が調理後に廃棄されたことによって形成されたものであるとの指

摘もされている（保坂2015）。今後は、被熱状況を含めた礫群の検討、さらには他の遺跡との比較検討を行い、

これらの遺物集中地点の形成要因を探求していく必要がある。
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